
 

      

                                                                                                            

      

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
≪おうちのかたへ≫ 

 

 

 

 

 

大人が子どものお手本になりましょう 
 

子どもは大人の行動をよく見ています。交通ルールやマナーを守り、良いお手本を見せ

るようにしましょう。道路を横断するときは信号を守って、横断歩道を渡ることを教えま

しょう。道路を歩くときは、お子さんと手をつないで大人が車道側を歩きましょう。歩道

がない道路では、右側を歩くことを教えましょう。 
 

具体的に、繰り返し教える 
 

交通安全教室では、【とまとのおやくそく】と名付けて【とまって まって とびださな

い】を指導しています。止まって周りをよく見ること、待つことは飛び出しを防ぐために

重要です。お子さんと一緒に家の周りの道路や、通学路を歩きながら、どこで・どんな時

に・どういう風に行動するか・どんな行動が危険なのかを具体的に教えてあげてください。 

➀こどもを始めとする歩行者が安全に通行できる 

道路交通環境の確保と正しい横断方法の実践 

 

②歩行者優先意識の徹底とながら運転等の根絶や 

シートベルト・チャイルドシートの適切な使用の促進 

 

③自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット 

着用と交通ルールの遵守の徹底 

運動期間： 令和７年４月６日（日）～４月１５日（火） 

スローガン：≪ てをあげて くるまにおしらせ ぼくはここ ≫ 

新居浜市交通安全推進協議会（新居浜市役所 危機管理課内） 

 

まって 

って 

・・・おうちからそとにでるときは、いちどとまろうね！ 

・・・おそとをあるくときは、おうちのひととてを 

つないであるこうね！ 

びださない 

・・・くるまがきていたら、とおりすぎるまでまとうね！ 

こうつうるーるを 

しっかりまもって 

じこにあわないようにしようね！ 

 

まいにちたのしく 

すごせますように❀ 

「交通安全は 

家庭から」 


